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第 2 章では，シュパルツシルト型X線顕微鏡の開発とその性能評価について述べているO 更に開発されたシュバ
ルツシル卜型X線顕微鏡によるプラズマ診断について述べるとともに，ランダム位相板をレーザービームに挿入した
際のプラズマの吹き出しの計測について述べ，その特徴を明らかにしているO


























まで運ばれる o 熱電子は方向性をもたないのでレーザ一光の照射不均一性はこの間隔 CD) で熱緩和される。衝撃
波はアプレーション面から発生するので衝撃波の空間分布の観測が熱緩和の評価に結びつく。アプレーション面で
のアプレーション圧力不均一の緩和には電子による熱伝導と流体運動による圧力波の寄与が考えられる。先の間隔
CD) が小さいときには熱伝導のみが寄与し，間隔 CD) が充分大きくなると熱伝導と圧力波両方からの寄与が効
くことを実験データを用いて説明し，物理過程を明らかにしている O
(7) ターゲットプラズ、マからのレーザ一散乱光のうち誘導ラマン散乱と二電子プラズ、マ波崩壊不安定性による散乱光
を計測し，ターゲットを先行加熱する高速電子は主に二電子プラズマ波崩壊不安定性によるものであることを明ら
かにしている。
以上のように，本論文は高空間分解能X線顕微鏡の開発，アプレーション圧力の熱緩和の定量評価，レーザーとプ
ラズマの非線形相互作用による高速電子の観測に関し，数々の新しい知見，成果を得ているO レーザー核融合の物理
的理解の進歩に貢献するだけではなく，レーザー核融合から派生する応用研究にも可能性を示しているO よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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